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発　達　237

日 ・韓両言語において主題助詞と主格助詞は先行文脈

　　　　　　に基づ いて使い分1， られて い るか

　 　　　 　　　　O 田頂 俊 司 　 　 伊藤 武 彦　 　朴 媛淑

　　　　　　 （神 田 外譜大 学 ）　（和 光 大学 〉 （東京大学 ）

　日 本語に は主題助詞 ハ 、主格助詞ガ、韓国 語に は主題 助詞
一eun ／neun、主格助 詞一ifgaが存在 し、日 。韓両言語 に おい て

統 語上、両 助詞の 使 い分 け 及 び 獲得 の過 程が 類 似し た も の で

あ る こ と が 明 らか に され て い る （田 原 ら、1987a）。ま 叛、
談 話上で も顧助詞 の 使 い分けが 日 ・韓 両言語に おいて 類似 し

taも の で あ る こ と が 明か とな っ て き て い る （田原 ら、1987b） 。

しか し、目 ・韓 西 成 人 母 語 話 者 が 談講 上、類 似 した 主 題 助 詞

と主格助詞の 使い 分け を行っ て い ると しても、その 際、どの

よ うな メカ ニ ズム に 基づ い て 両 助 詞 を使 い 分け て い る か は現

在、明 らか に され て い ると言 い 難 い 。こ の メカニ ズム を検討

す るために 、次の 3 つ の 仮説を立 て た。第 1の 仮説 は、主格

の 標識 を初出 の 情 報 に、主題の 標 識を 既出 の 情報 に 用 い る と

い う もの で ある （以下 この 仮説 を、初 出 ・既出仮説 と呼 ぶ）。
こ れ に 対す る第 2 の 仮説は、主題 助詞 と主格 助詞の 使 い 分け

が、あ る発話 を しよ うとす るその 直前の 発話の 最後の名詞 （

句 ）に 影響 を うける とす るもの で あ る。あ る発話が その 発話

の 直箭の 発話の 最後 の 名詞 （句） と同一
の 名詞 （句 ）で 姶 ま

れ ば、そ の 名詞 （句） に対 して 主 題助詞を、同一
で な い とき、

ま た はデ キ ス トの 最初の 発話で あ れ ば主榕助詞を用 い る （以

下 この 仮説 を、近 接性仮説 と呼ぶ ）。第 3 の 仮説 は、Tomlin
（1986）の Referential 　 Density（RD ）を参考 に したもの で あ

る 。 RD とは、　To捫 行n に よれ ば 「その 節まで に出現 し距指向

対 象 の 総数 ÷ 節 の 総 数1 で 計算 され る垣で ある。 第 3 の 仮説

は RD を rそ の節 よ り前に 出現 した指 向対象の 総数 ÷ そ の 節

の 前の 節 まで の節 の 総数1 （以下 、RF ） と置 き換 え、そ れ

ぞ れ の 発話 の 時点 で RF 値の 高 い 名詞 （句） ほど主題助詞が、
RF の 低 い名 詞 （句 〉 ほ ど主 格 助 訶 が 用 い られ や す く、そ の

名 詞 （句） に対 して 主題助詞の 用 い られ る確靆 は RF の 値に
一致す ると仮定 す るもの で あ る （以下こ の 仮説を、先行 頻度

仮説 と 呼ぶ ）。な お、仮説 ユ，2 ．3 は い ずれ も 先行文脈の

要 田 か ら主題 助 謌 と主栴 助詞 の 使 い分 けを予 測す る仮 説で あ

る。宏 研究 の 目的は、物語 を伝建す る際、日 。韓 西 成人母語

話者 はそれぞ れ主題助詞 と主格助 訶の 使い 分けを以上 の 三仮

説 の い ずれ か に基 づ いて 行な っ て い るの か、そ れ と も 以上 に

　 　 　 　Table　 1

各条件における被拇示鞠の 例

あ げた 三 仮説で は 説 明 さ れ な い他 の メカ ニ ズム に 基づ い て 行

な っ て い るの かを明 らかに す る こ とで あ る。

条件　 1枚目 2枚 目　　ナレーシ ョ ン 　 3校 ヨ　 4 枚 雪

A → A 　 差が　　　　墨が　　　羊力鵝 を　　 羊が　 馬が羊を

　　　歩い て い る　 休 んでい る　見っ けました 馬 を叩 く　叩 き返す

　 　　　 　　　　 　　　 　 方法

　 被験 者 ：日本藷成 人母語話者は東京及び 夷京の 近郊 の 大学
生、韓 国語成 人母語話者 に つ い て はソウル 及びソウル 近郊 の

大学生 で 、 各群 10名 （男女 半数） 。 実験 時の 平均年齢 は両群

と も20歳 1 ヶ月で あ っ た。
　 実験材 料 ：4 枚で 1組 の 絵 カードを 1 課題 と して 8 課題。
4 枚 1組の 絵カー“　F

’
　ltそれぞれ、1、2 枚 目で は 異な る動物

が個 々に 行為を し、3 枚 目 で は 1枚目の 動物が 2 枚巨の 動物
を叩 く ・か じ る等の 行為 を し、4 枚 目で は 3 枚 目で 被 動作 主

で ある動物 〈2 枚 目 の動物 ）が 3枚 目で 勳作 主で あ る動物 （

ユ枚目 の 動物）に何 らかの 行為を し返す （したが っ て 、 4 枚

目 で動 作 主の 勲物 は 3枚 9 で被 動作 主の 勒物 で あ り、4 枚 目

で被動作主の 動物 は 3 枚 目で 動作主の 動物であ る） とい うよ

う に描か れ てい る。

　 壬盤 ： 「今か ら、4 枚 1 組の 絵 カードを 8 絹見せ ますか

ら、物 語を作 っ て 下 さい 。 それをテープ レコ ーダーに 吹 き込

ん で、子 どもに 開 かせ よ うと思い ます。その とき、子 ども に

は、今あな たが．冕て い る絵 カードを見 せませ んの で 、 絵 カー
ドを見 な い 子 どもに も、わ か る よ う に物 語を 作 っ て 下 ざ い。
そ れか ら、物語は、私が指さ した もの に つ いて順 番に作 っ て

下 さ い e ま た、2 枚 目 と 3 枚巳 の 絵カードの 閣に
，，

（1枚 目

の 絵 カードの 動物）が （2 枚目 の 絵 カード動物〉 を見 つ け ま

し た
”

と い うナ レー
シ ョ ン を入れ ます の で、3 枚 邑以 降の 物

語 はその ナ レ ー
シ ョ ン に続 い て 作 っ て 下 さ い。」 とい う教示

を し炬。 r・…　　 して い るの 」 とい う被 揩示物の 欠如 した

文の と き に は、 「子 どもに は絵カー
ドを 見せ ませ ん の で、絵

カードを 見ない 子 どもに わかる よ う に話 を作 っ て下 さ い。 」

とい う教示 を、被指示物 を指さ して 30 秒以上 して も物語 を

作 らない ときに は、 「ど うして い るの J とい う発話を 促す 間

い を与 え た。実験者 の 絵 カードの 動物 を指さすll頂番は 1 、2
枚 目 で は 偲 々の 動物 を指 ざ し．3s　 4 枚 目で は以下の 4 条件

に分 け た 。 第 1 の 条件 は、3 、4 枚 目の絵 カ
ー

ドの 動作主 を

それ ぞ れ 指 さす 塲合 （以 下 A → A 条 件 ）、第 2 は、3 枚 昌の

絵カードで は動作 主を、4 枚目 の 絵 カードで は被動作主 を指

さ す場 合 （A →P 条件 ）、第 3 は、3枚 目の 絵カードで は被

動作 主を、4 枚 目の紛 カー
ドで は 動作主 を 指 さ す 場 合 （P →

A 条件 ）、第 4 の 条件 は、3 、4 枚 目の 絵 カードの 被動作 主

をそ れ ぞれ 指 さす場合 （P → P 条件） で あ る。実験に 際 して

は、8 課題 をラ ン ダム に 2 課題 つ つ 4 組 に分 け、そ れ ぞ れ の

組 に 対 して 指さす 4 条件 を ラ ン ダ ム に割 り当 て ta後、各 課 題

をラ ン ダム に 被験者 に提禾 した 。

A → P　　菫が 　　　　　墨が　　　　羊が馬を　　　羊が　　羊力馮 に

　　　歩いて い る　　休んでい る　見つ け ました　馬 を叩 く　叩き返 される

Table　2RF

の 瞳

P → A 菫が 　 　 墨が 　 羊黼 を 虚が羊に kb・“を

　　　歩 いて い る　　休んでい る　見っ けました　叩かれる　叩き返す

絵カ
ー

ド 1枚 目　　2枚目　 ナレーシ ョ ン　 3放呂　 4放雪

P → P 　 王が 　　　　墨が　　　羊が馬 を　　馬が革に　羊力馮 に

　　　歩いて い る　　休んでい る　見つ けました 叩かれる　叩き返 される

1枚 目の 動物 　　 0．00　　1．00
2枚 目の 動物 　　　0．00　　 0．00

兜

5000

0．67　　 0．75
D．67　　 0．75

下線は実験者によっ て瑠さされた毳濟勿を示す

下 繍 ま実験者に よっ て指 さされ た動物 を示 す

3枚 目と4枚目は条件に よっ て指され る動物が異なる
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　 Table　3
WE”1の使用パ ターン 儷 匡齬 ）

　 Iable　 4

助詞の 使用パ タ
ー

ン （日本語）
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囗 は近接性仮説により予想 される反応 を示 す

　　　 　　　 　　　　 　　 予 測

　成 人母語話者 が 先行 文脈 に基づ い て物語 を伝達す るとい う

課 題 に おい て、主題助詞 （以下、T と略記 ）と主格助詞 （以

下、S と 略記）の 使い分け を

　 1、初 出 ・既出 仮説 に 基 づ い て 行 っ たと す れ ば、4 条件 の

い ずれ に おい ても本 実験課題で は助詞の出現 パ ターンと して

SSTT パ タ
ー

ン が 出 現す る こ と が 予想 さ れ る。こ こ で助 詞

の 出現 バ ターン と は 1 ，2 ，3 ．4 枚 目の 絵 カードの 被指 示

物 に それぞ れ言及 して 物語 を作 る際、どの よ うな助詞 を用い

泛 かを 1〜4枚 目 の 順に 示 したもの で あ り、SSTT バ ター

ン で は 1 ．2 枚目 で 主 格 助 詞、3 ．4 枚 目 で 主 題助 詞 が 用い

ら れ る こ と を示 して い る。SSTT パ ターン が 出 現 す る こ と

が 予想 され るの は、本課題 において 、1、 2枚 目の 絵カード

は動物 が初出 の も の で あ る の に対 して 、3 、4 枚 目の 絵 カ
ー

ドの 動物 はい ずれ も既出の もの だ か らで あ る。
　 2 、 近接性 仮説 に基づ いて行 っ た とすれ ば、A 一ウ A 条件 で

は SSST バ ターン が、A → P条 件で は SSSS パ ターン が、
P → A 条件 で は SSTS パ ターン が、P → P 条件で は SST
T バ ターン が 出現 す るこ とが予想 され る。Table　 1は実験 で 用

い られ た 1つ の課 題を例 と して 、 各条件 で実 験者が どの 動物 を

指 さすか 准示 したもの で あ る 。 1 、2 枚 目 の 絵カー
ドで は動

物 が いずれ の 条件 に お いて も初 出 の もの で あ り、そ の 発話の

直前の 侶詞 とff一で はな いの で Sが用 い られ る。　A → A 条件

で は 3枚 目 で 実験 者の 指 さす動物 （羊 ）とナ レ
ー

シ ョ ン の 最

後 の 名詞 （馬 ） が
一

致 し な い の で S が 、4 枚 目で は実 験 者 の

指 さ す 動物 （馬） とその 直 前 （3 枚 目 ）の 発話の 最後の 名 諷

（馬）が一致 す るの で T が用い られ る。以 下、A → A 条件以

外 の 各条 件 の 出現 す るバ タ
ー

ン を 同 様 の方 法 で 予 測 した 結果

が上述 した各バ ターンで あ る。
　 3 、先行 頻度仮 説に 基 づ い て 行 っ たとす れ ば、4 条件 い ず

れ に おい て も
” SSTT ，’ ．，， SSST ” ．”

SSTS
” ”

SSSS ”
の 各 パ ターン が ほ ぼ 6 ：3 ： 2 ： 1の 頻度の 割 合

で 出 現 し、また、3 枚 目の 絵カード以 上に 4 枚 目 の 絵 カード

で 主題助詞 が用 い られ るこ とが予想 ざれ る。本課題 で は、そ

れ ぞ れ の 動 物 に対す る各 発 話 に お け る RF ‘直は Table　2に 示 す

値 とな る。こ こ で 先行頻度 仮説で は各 RF の 値 をその絵 カー

ドの 動物 を 指さ したとき主題助詞が使 用され る確 塞 と仮定 し

て お り、も し先行頻度仮説 が正 しい とす るな らば、1 、2 枚

目の 緩カ ードで 指 さす動物 はい ずれ も RF 恒 が 0．00で あ るの

で 主栴助 詞 が用 い られ るこ とに な る。こ れ に 対 して、3 ，4
枚 目で 主題助詞 を用い る SSTT パ ダ

ー
ン の 出現 す る条件付

き 確 率 は 0。67×0．75≒O．50とな る。 以下 、SSST ．　 SST
S ，SSSS 各パ タ

ー
ンの 条件付 き 確墜 を 同 梯 に計 算 し、各

バ ターン の 出現頻 度の 予測値の 割合 を算 出 した の が 上 述の 値

で あ る。

　　　　 　　　 　　　　結果 と考察

　Table　3，4は、各条伜 に おける助詞の使用 バ ターンを示 した

もの で あ る。Table　3．4 の 結果 は、先行文脈 に基 づ い て物語

を 伝達す る課題 に お い て、主題 助 詞 と主 格 助諷 の 使 い 分け が

近接性仮説 に 基づ い て 行わ れ て い な い こ とを示 すも の で あ る。
近接性仮説 で は指 さす条件 によ り助詞の 出現す るパ ターンが

異な るこ とを予測 して い るが 、本 実験の 結果 は こ の 予測を 支

持 しな い 。
　Table3 ．4で SSTT パ ターン が圧倒的多数出現 し泛とい う

こ とは、

一
見、初出 ・既出仮説 を支侍 して い るように 見え る。

しか し、初 出 。既出 仮説 で は SSTT 以 外 の バ ターン の 出 現

を 想定 して い な いの に 対 し て、SSTT 以外 の パ ターン も 多

数出現 して お り、初出 ・既 鼡仮説 だ けで は こ れ らのバ ターン

の 出現 を説 明す るこ とがで きな い こ とは明か で あ る。
　先行頻度 仮説で は、SSTT ： SSST ：SSTS ：SS
SS 各パ ターンの 出現頗度の 比墜 を 6 ：3 ：2 ： 1 と吊 溜 し

たが、こ の 予測 は支持 さ れ な い ばか りか、客バ ターン の 出 現
頻度の 順番 さ え 予 測す る こ と が で きな か っ た。こ の こ とは、
先行頻 度仮 説に よ る説明 が妥 当舛 を 欠 いteも の で あ る こ とを

示 して いる 。

　本研究 は 、 SSTT パ タ
ー

ン が 冬 か っ た こ と か ら 、 日 ・韓
両成 人母語 話者が 既出 の も の に 主題助詞、初 出 の も の に 主榕

助詞 を用い る傾向が ある、すなわち、主題助詞 ・主格助詞の

使 い分け が 既出 ・初出 と い っ た 先行文脈 に影響 さ れ る とい う

こ とを否定 す るもの で はない 。しか し同時 に 、先行文脈は主

題 助詞、主 格 助 謌 の 使 い分 けを一義的 に決定 しない こ とも明

か とな っ 海。今後、主題 助詞 と主格助詞の 使 い 分け に影響 を

及ぼ す要 田 を ざ ら に検 討 す る必 要が あ ろ う。

一93一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


